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内　　　　　　容

1.国産 ○ 平成28年９月度全国の肉豚出荷頭数は1,359千頭(農林水産統計10/31公表　前年比101.9％）となった。農水省9月21日発表の９月出荷予測では1,377 国内生産量の推移 農水省出荷予測 (千頭：％)

千頭（前年比103％）と予測されており、それを下回る結果となった。

９月の全国地域別出荷頭数を前年同比で見ると、北海道106％、東北99％、関東102％、北陸甲信越102％、東海99％、近畿102％、中四国101％ 千頭 前年比 頭数    前年比

九州・沖縄　103％となっている。このことは８月同様、暦の都合で前年より稼働日が１日多いことも影響しているが、とりわけ北海道での伸びが目立つ状況 H24年 16,775 102.4 28年8月 1,313 109.0

となっている。 H25年 16,937 101.0 28年9月 1,377 103.0

○ 平成28年10月の全国と畜頭数は、速報値で1,361千頭（10/31まで集計）、前年同比94.3％となっている。　稼働日数では昨年より１日少ない20日間 H26年 16,200 95.6 28年10月 1,448 100.0

となり、１日当たりの平均と畜頭数は速報値段階で前年同月68,721頭に対し、本年が68,040頭と減少した。 H27年 16,106 99.4 28年11月 1,488 106.0

○ 農水省食肉鶏卵課平成28年９月21日付　肉豚生産出荷予測によると、今後の出荷予測頭数は11月1,488千頭（同106％）12月1,512千頭（同102％） H28年6月 1,305 100.7 28年12月 1,512 102.0

となっている。 H28年7月 1,250 94.5

H28年8月 1,327 110.5 ＊平成28年９月21日更新

2.輸入 ○ 平成28年９月の輸入通関実績は、豚肉全体で72.4千㌧（前年同比112.8％、前月比97.9％）となった。 H28年9月 1,359 101.9

内訳は、チルド32.1千㌧（前年同比113.1％、前月比107.7％）、フローズン40.2千㌧（前年比112.6％、前月比91.2％）で、チルド、冷凍ともに前年同月 輸入量の推移 財務省 :通関実績

を上回る結果となった。

主な国別では、チルドが米国18.1千㌧（前年同比105.2％）、カナダ13.0千㌧（同127.7％）、　フローズンは米国が6.3千㌧、（同158.3％）、カナダが ㌧ ㌧ 前年比

3.3千㌧（同98.8％）、デンマーク9.8千㌧（同107.3％）、スペイン6.4千㌧（同107.0％）、メキシコ5.1千㌧（同116.0％）となっており、フローズンでは H24年 778,760 260,697 102.5

引き続きアメリカからの輸入が増加した形となった。 H25年 738,427 294,042 112.8

1.家計 ○ 総務省発表の平成28年９月期家計調査報告によると、全国二人以上の１世帯当たり豚肉購入数量は1,598g（前年比99.9%)、支出金額が2,331円 H26年 829,370 300,078 102.1
　　消費 （前年比97.9％）となった。購入数量は前年同月比ベースでは下回ったものの、畜産物としては牛肉からのシフトもあり依然支持されていることが窺える。 H27年 790,648 322,202 107.4

一方で支出金額は７ヶ月連続前年同月比を下回り、需要家によるロインを中心とした輸入チルドポークと、市況が少し軟調になった国産物とを販促強化 H28年7月 66,215 27,759 89.1

する動きが支出金額に影響を与えたものと推察する。 H28年8月 73,935 29,833 112.8

2.小売動向 ○ 日本スーパーマーケット協会発表の平成28年９月度の全体概況によると、気温がほぼ全国的に高く推移し、前線の停滞や台風がたびたび接近・上陸 H28年9月 72,353 32,125 113.1
９月概況 したこともあって、客数減少への影響があるとした報告がなされていた。農産では天候不順、日照不足の影響により９月後半から葉物の相場が上昇、 家計消費量 (㌘，円，％) 　

水産も台風などの影響により漁獲量不足で入荷が不安定とするなか、畜産部門は、高い気温を背景に牛の焼き材が好調だったものの、スライス、切落とし

関係が牛・豚ともに低調な結果になったと報告がなされている。 数量 金額 前年比

10月概況 ○ 10月期の豚肉販売概況は、牛肉の売り場を見直し、豚肉の売り場を広げる需要家が増えていること、加えて全国的に豚肉売場が秋冬をイメージした売り場 H24年 18,762 23,753 96.0

にシフトしたことも手伝い、これまで堅調な動きをしている低級部位に加え、季節柄鈍い動きを見せていたバラを含め、比較的荷物が動いた状況と H25年 19,432 24,948 105.0

なっている。またひき材についても引き続き堅調な動きを見せている。 H26年 19,323 27,680 111.0

3.加工肉 ○ 日本ﾊﾑ･ｿｰｾｰｼﾞ工業協同組合発表　平成28年８月の豚肉加工品仕向量は30.2千㌧（前年同比100.9％、前月比93.7％）と前月より減少した。 H27年 19,837 29,701 107.3

仕向量 この内、国内物が6.1千㌧（同98.1％、同89.1％）輸入物が24.1千㌧（同101.6％、同94.9％）となり、どちらも前月より減少した。 H28年 6月 1,659 2,319 94.5

　　 なお、上記仕向量とは別枠のシーズンドポークについては、前年同月比99.5％　9.4千㌧となっている。 H28年 7月 1,608 2,341 98.6

H28年 8月 1,626 2,385 98.1

1.在庫 ○ 農畜産業振興機構発表の平成28年８月末の推定期末在庫量は、176.3千㌧(前月比102.4%、前年比98.7%）となり、前年同月より減少した。 H28年 9月 1,598 2,331 97.9

内訳は輸入品の在庫が158.8千㌧（前月比103.4％、前年比98.1％）、国産品が17.5千㌧（同93.7％、同103.7％）となった。 加工品仕向量 市況の推移（東京市場）

暦年

千㌧ 前年比 円／㎏ 前年比

1.H28年10月 ○ 10月の東京食肉市場枝肉相場は、速報値（10/31時点）で 、487円/kg（前年比105.6％、前月比93.1％）となり、前年同月を上回る結果となった。 Ｈ24年 382.6 100.5 H24年 446 95.5

速報値 このことは、一日あたりのと畜頭数が前年同月比で700頭程度少なく、市中に出回る供給量が引き締まったことに加え、需要家の販促が国産物に Ｈ25年 377.5 98.7 H25年 484 108.5

スイッチしたこと、また市中在庫を意識した加工筋の原料手当もあり、結果として相場を押し上げることにつながったと推察する。 Ｈ26年 372.8 98.8 H26年 563 116.3

2.予測 ○ 農畜産振興機構10/24発表　豚肉の需給予測では1,494千頭（昨年同比106.0％）と予測されており、と畜場稼働日が昨年同月より１日上回ることに加え、 Ｈ27年 374.7 100.5 H27年 559 99.3
Ｈ28.11月 １日あたりの処理頭数も前年同月を上回ることを予測している。予想以上に少ない出荷となった10月期を踏まえ、年末需要を見込んだ加工筋の手当や Ｈ28年4月 31.9 97.9 H28月 6月 638 92.3

最需要期に入る商品の特性上、需要家による販促強化も相まって、祝日の影響による一時的な乱高下はあるものの、年末に向け伸長していくことが Ｈ28年5月 29.8 95.2 H28月 7月 551 85.3

予測される。 Ｈ28年6月 32.4 95.0 H28月 8月 503 79.2

＜相場予想：　東京市場、税込み＞　　　　　　　H28年9月実績　　　　　　　10月速報値　　　　　　　　　11月予測　　　　　　　　　　12月予測 Ｈ28年7月 32.2 95.5 H28月 9月 523 102.7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【上物】　　　　　523円（101.9％）　　　  　　　487円（105.4％）　  　  　540円（111.8％） 　　　 　620円（113.7％）　　　　 Ｈ28年8月 30.2 100.9 H28月10月速報値 487 105.4
＊税込み
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